
（様式１－１）

・本校前期課程や地域の小中
学校と連携し、「道徳」 の授業
参観などを通して、研修に努め
る。

・心の教育の充実に努める。
・服装をきちんとさせるなど、規範意識
の向上に努める。
・基本的生活習慣の確立に努める。
・安全で有意義な学校生活の充実に
努める。
・携帯電話・ネットの安全利用や薬物
乱用防止教育の充実に努める。

・真理や真実を追究していく態度を養
う。
・自主的に考え、より高い目標に向
かって努めていく態度を養う。
・着実にやり抜いていく強い意志を培
う。
・自己のよさを伸ばしていこうとする態
度を養う。
・問題解決や探究活動に主体的、創
造的に取り組む態度を育成する。
・自己の生き方についての自覚を深め
る。

学級活動
・明るく楽しい学級生活を基盤として、
集団の一員として望ましい態度を養
う。
 
生徒会活動
・生徒会活動に主体的に取り組みつ
つ、自己の改善・成長に資する機会と
する。
 
学校行事
・諸行事の体験を通して、豊かな心情
を養う。

健康の増進や安全に対する実
践的態度を培うとともに、粘り強
く運動に取り組む忍耐力を培
う。

体験を通して、生活の充実を図
り、家庭の一員としての責任や
役割を果たそうとする態度を育
てる。

世界の文化に関心を持ち、国際
理解の基礎を養う。

主体的に自然に働きかける態
度を養うとともに、自然を愛護し
ようとする豊かな心情や生命に
対する尊厳を深める。

音楽の美しさを感じとる豊かな
感性を培うとともに、音楽を楽し
む心情を養う。

様々な作品の持つ価値に気付
き、作品を愛する心情を養う。

・各教科、特別活動、総合的な学習の時間等との連携を図
り、道徳教育を補充・深化・統合し、生徒一人一人に道徳
的価値の自覚を促し、道徳的実践力を育成する。

・道徳の時間の一部に「私たちの道徳」の活用を位置づ
け、補助的な資料として活用する。

Σソフィア・プロジェクト
〇様々な分野への探究心を高め、課題の解決に向けて努
力する態度を養う。
・オリエンテーション合宿　　・科学出前講座及び出前実験
・科学館及び博物館見学　　・発表及び表現活動
・職場見学　　・職場体験　　・研究所訪問　　・国際理解及
び国際交流活動　　・イングリッシュキャンプ
・大学訪問　　・国内修学旅行　　・キャリア教育講話
ボランティア活動
〇地域社会の一員であることを自覚し、互いに支え合う思
いやりの心を育てる。
・出身校訪問（学校ボランティア）　　・地域ボランティア

学年経営
・学年内、学年間の連絡調整を積極的に行う。
・道徳の時間の指導法についての意見交換を行う。

学級経営
・年間指導計画を作成する。
・学級内の人間関係や学習環境を整える。

１年次
・望ましい生活習慣を身に付け、心身の健康の増進を図ろうとする態度
を育てる。
・礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な行動をとろうとする態度を
育てる。
・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する態度を
育てる。
・法やきまりの意義を理解し、社会の一員として行動しようとする態度を
育てる。

２年次
・目標に向かって、最後までやり抜く強い意志を身に付けようとする態
度を育てる。
・温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心を持って
接する態度を育てる。
・自然を愛護し、人間の力を超えたものを敬う心情を養う。
・自分の行動が社会の役に立つことを知り、自分も社会の一員であると
いう自覚を持ち、社会に貢献しようとする態度を育てる。

３年次
・薬物の恐ろしさから、人間の心の中にある弱さを認め、自己を律する
気持ちを育て、ひとりの人間として誇りをもてるような心情を養う。
・真の友情や友情の尊さについて理解し、尊敬と信頼に支えられた友
情を育てようとする心情を養う。
・人間には困難を克服する強さがあることを信じ、生きることに喜びを見
い出そうとする心情を養う。
・誰に対しても公平・公正にし、差別や偏見のない社会をつくろうとする
態度を育てる。

文学作品等を中心に、道徳的
心情を養うとともに、話す・聞く
学習活動を通し、根気強く取り
組む態度や相手を尊重する態
度を育てる。

日本の文化・伝統に誇りを持
ち、世界の人々と助け合う気持
ちを育てる。

日常生活の諸事象を合理的に
とらえ、見通しや筋道を立てて
考え判断する態度や意欲を育
てる。

Create　ｔｈｅ　Ｆｕｔｕｒｅ　～未来を創造しよう～
「創造」　「挑戦」　「貢献」

〇６年間の継続的・計画的な教育活動を通じて、一人一人に高い志をもたせ、実現に向けて知性と人間性を
育む。
〇科学教育や国際教育を推進し、体験的・探究的な学習活動の展開により、国内外で活躍するための科学
的思考力や表現力を培う。
〇異年齢交流を重視した学校行事や部活動、ボランティア活動などを通じて、社会に貢献するリーダーとして
の資質を磨く。

・国公立難関大学や医学部な
どを含めた大学進学を希望して
おり、その実現に向けて常に学
力向上を目指して頑張ってい
る。
・学校行事においても、主体的
に行動している。
・部活動の加入率も高く、運動
部・文化部ともに活発に活動し
ている。

・県西地域のリーダー育成を担
う６年間の中高一貫校として期
待されている。

〇６年間の継続的・計画的な教育活動を通じて、一人一人に高い志をもたせ、実現に向けて知性と人間性を
育む。
〇科学教育や国際教育を推進し、体験的・探究的な学習活動の展開により、国内外で活躍するための科学
的思考力や表現力を培う。
〇異年齢交流を重視した学校行事や部活動、ボランティア活動などを通じて、社会に貢献するリーダーとして
の資質を磨く。

保護者の願い

・希望大学の進学が果たせるような高い学
力と地域のリーダーになれるような豊かな
人間性を身に付ける。
・知・徳・体のバランスのとれた教育を実現
する。

学校の教育目標

道徳教育重点目標

各学年ごとの指導の重点

学校番号 中等３ 学校名

令和６年度道徳教育全体計画

茨城県立古河中等教育学校（前期課程）

各教科・科目

・日本国憲法
・教育基本法
・教育諸法規
・学習指導要領
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